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と
す
る
立
場
も
あ
れ
ば
、

ボ

I

ル
デ
ィ
ン
ダ
や
ゥ
.

ィ
ザ
ー

ス
の
ょ
う
に
、

そ
の 

隱

に

確

信

を

も.

：つ
立
場
も
あ
る
。

.

&

海
い
は.

ま
«

:'
'
;
:マ̂

グ
レ
へ
ー
ダ: ^
^

ゥ
プ
、
.コ
ル
ム
の
ょ
う
に
、
；
部
分
麻
嫁
を
認
め
る

.中
間
的
立
場̂
あ
る
。
.
し
た 

:

が
フ
て
、.法
人
税
の
，
い
か
な
る
部
分
が
社
会
，の

異

な

る

経

済

的

グ

ル

ー

プ

ょ 

■'
:
?て
負
担
さ
れ
る
か
、̂
る
い
は
法
人
課
税
の
：
の
ち
税
負
担
が
い
か
：な
る
：ひ

と

. 

_

4に
波
及
し^

&

か̂
'
さ
ら
^
そ
の
転
嫁
が
い
：か

な

る

経

奮

変

数

の

一 

変
化
を
通
じ
て
お
こ
な
わ
れ
る
か
、
な
ど
，に
関
し
て
疑
問
が

残
さ
：
れ

：
た

ま

ま

：
に
. 

ぬ
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
本
書
に
お
い
て
ニ

.つ
の
政
策
規
準
の
う
ち
の
ー
づ
. 

と

し

て「

分
.配
の
平
等&

'を
掲
げ
る
な
ら
ば
へ,>
.

」

の
.ょ
う
：な
考
察
は
不
可
欠 

と
悤
わ
れ
る
。
，
ま
た
長
期
的
観
点
に

.た
て
が
、
：
法
人
税
転
嫁
を
否
定
す
名

$
と
 ̂

も
容
易
て
は̂

い
。
：
そ
：う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
，
経
済
成
長
の
下
で
の
転
嫁
可
能 

な
法
人
税
の
規
模
矻
つ■い
：て
.は
、
：法
人§

と
利
潤
率
、へ
需
要
成
i

、
：
需
要 

と
供
給
の
弾
力
性
等
の
関
連
に
づ
い
て
，
転
嫁
の
軌
蹄
を
明
確
に
す
べ
.き
作
寒 

が
残
$.
れ
.て
い
る
ど.い
え
よ
う
。
：

 

'
'■

•，
霧
成
長
匕
財
政
支
出
と
の
面
を
み
る
と
、
ま
ず
公
共
投
資
の
拡
充
が
：あ
げ 

ら
れ
、
同
時
に
公
共
役
襲
域
が
蒙
各
ぺ
き
.
限
界
虼
つ'
い
て
.
#
摘
さ
れ
て
い 

る
。
確
か
に
公
共
投
資
を
通
じ
て
、
完
全
利
用
成
長
率
自
体
を
長
期
的
に
変
化 

さ
せ
る
.
こ
と
は
、
そ
の
主
体
で
あ
る
公
企
業
の
国
民
経
済
.に
占
め
る
地
位
を
拡 

大
な
い
ふ
縮
小
さ
せ
る
と
と
な
し
に
は
、
ま
た
そ
の
実
施
可
能
性
か
ら
み

て

、
 

困
難
と
な
ろ
う
。
.
こ
の⑽
^

は
い
わ
ゆ
る
財
政̂

^
の
が
資
規
準
の
^
題
に
つ 

な
が
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
資
本
不
足
国
に
お
け
る
公
共
資
本
形
成
の
童
要
性 

.

は
、
著
者
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
後
進
国
の
m

済
開
発
に
お
い
て
、
社
会
的
間

■ 

七
〇
.(

一
七
四)

接
資
沐
の
建
設
に#
い

麓

雀

：与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
、

:'
広 

く

見

解

の
.致
を
み
て
い
る
。
.

こ
の
場
合1
矶
す
べ
ぎ
は
、
，趴
政
|
罾
を
財
趴 

融

資
^
公
共
投
資
と
に
わ
け
れ
ば
、
疮
々
に
し
て
前
者
が
看
過
さ
：九
る
こ
と
で 

あ
る
。
，
後
者
は
歧
術
的
外
部
経
済
を
造
出
す
る
も
の
と
し
て
論
及
さ
れ
る
こ
と 

が
少
な
く
な
い
。

し
か
し
、
財
政
融
資
が
い
わ
ゆ
る
金
銭
的
外
部
経
済
の
造
出
：
 

一

議

を

.考
慮
し
な
が::
^
、
；塞

め

最

適

配

分

を

維

持

し

、
ま
龙
そ
の
.よ
う
に
民 

間
段
資
を
誘^,
.す
る
こ
と
に
慮
義
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、

.こ
と
"で
は
民
i

: 

餐
金
体
の
：資
金
計
画
：

■に
#

え
る
効
果
の
上
が
ら
見
落
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で 

は
方
い
だ.ろ
う
が
°
財
政
馓
資
と
公
共
役
資
と
は
同
じ
規
繁
適
用
さ
れ
る
わ 

:け
で

は

な

い;.
0
た
だ
社
会
の
生
産
能
カ
に
奴
よ
ぽ
す
効
果
が
明
白
に
現
わ
れ
る

よ
う
な
限
界
的
な
場
合
に
は
、
金
銭
的
外
部
経
済
の
準
則
が
公
共
投
資
に
'も
適

. 

•
. 

.

.

.

.

用
で
：'き
る
で
あ.る
.う
;0
.
:
.へ.
.
.
ノ
;
ム

最
近
、'.
:
'ザ
ッ
ク
.ス
、
ヴ
ィ
ク
セ
ル
、
''
リ
ン
ダ
ー
ル
、
'

ヴ
.ィー

ザ

1
等
の
提
起 

し
裔
政
学
上
の
古
典

的
課

題
に

対
す

る

再
検

討

の

声

が

;'
サ
ム
エ
ル
ソ
ン
、

マ
^
ダ
レ
-
ヴ
、

h°
丨
コ
ゾ
ク
ち
に
よ
つ
.て
^t

ら

れ

て

い

る.0
こ

れ

が

財

政

学

(public Financed 

'か
ら
財
政
政
策

(Fiscal policy
)

へ
と
おこ

な 

一
わ
れ
た
転
換
％:'
:
>い
：吏

；

一：.

度
再
転
換
せ
し
め
るVV-
と
を
意
：̂

る
か
ど
う
が
は 

別
と
し
て
も
、
財
双
趴
罾
理
論
に
問
わ
れ
る
べ
き
課
題
が
、
、
：

f

残
さ
れ
て
い 

る
こ
と
を
 
一7K
唆
す
る
も
の
で
あ
/
る
こ
と
は
疑
う
ベ
く
も
な
い
。
本

書

.の
通
読
に 

よ
ら
て
誘
発
さ
れ
た
私
な
り
，の
感
想
は
、
著
者
に
対
し
て
過
当
な
要
求
を
投
げ 

か
.け
る
結
果.に
終
：
ク'た
の
'.で
は

な

い

か.:
>
:
:
恐
れ
て
い
る
が
、
-現
代
財
政
政
策
の 

理
論
自
体
が
発
展
途
上
に
あ
る
こ
と
を

.考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
読
者
な
ら
び
に
.著

者
も
謀
と
せ
ら
れ
る
に
違
い
な
い
0,
c Q

ご
と
は
同
時
に
、
■
本
書
の
内
容
と
水 

準
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
高
い
.こ
と
を
示
し
て.い
る
も
の
で
あ
り、

_ 
:ま
だ
ま
だ
安 

心
し
'て
私
は
、
本
書
に
対
し
て
望
蜀
の
感
想
を
つ
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
、
 

で
は
な
い
か
、.と
さ
え
考.え
て
.い
る
。(

昭
和
三
十.三
年
五
月
、
創
文
社
刊
、

四
八P

円) 

(

古
田

.
精

司)

；

I 

- 

1
8 

-■ 

-
I

:

-
1
-
-
5
I 

- 

- 

- 

I
- 

-

I

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

>
 

_
 

_
 

,
 

'
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

へ
坂
：
：
田

吉

\ 

『

明
治
前
半
期
のチ

シ

:3
.チ

リ

ズ

ム
*w

. 

..

.

明
洽
の
前
半
期
と
い
え
ば
、
日
清
戦
争
を
経
て
上
ぅ
や
く
本
格
的
段
階
に
人
：
 

る
日
本
資
本
主
義
の
：

•い
‘わ
ば
創
世
期
で
、
経
済
的
に
は
資
本
の
原
始
的
蓄
積
の 

時
代
、
，
政
治
的
に
は
絶
対
主
義
政
府
座
从
の

_
代
と
い
ぅ
よ̂

に

、

そ

'
の
後
の
ン 

日
本
資
本
主
義
の
魂
展
を
規
定
す
べ
き
幾
多
の
要
因
を
育
て
た
重
要
な
吣
,

で 

あ
る
。
：坂
田
教
授
を
中
心
と
す
る
京
都
犬
学
入
文
科
学
研
究
所
日
本
部
の
人
々
：
 

は
、
昭
和11

九
年
四
月
以
来
：

「

明
^
社
会
の
硎
究

」

と
い
ヶ
テ
丨
汶
で
共
同
研 

緒
を
總
け
、

「

明
治
前
半
期
の
ナ
シHナ
リ
ズ
ム

」

.ど
題

し

て
ft
®
そ
の
'#
^

の
.棄

を

證

：さ
れ̂

:

:

.

.

.

ま
ず
こ
の
題
か
ら
考
え
ら
れ
る
問
題
点
を
出
し
て
み
よ
ぅ
。

-V..
.
.

書

評
及

び
：紹

介
' 

:

-

'

■

義
、
民
族
主
義
な
ど
と
異
な
？
た
内
容
の
言
葉
に
訳
さ
れ
る

'私
、
.
备
国
の
資
本 

主
義
の
発
展
段
階-:
'
:及
び
世
界
資
本
、王
義
の
中
に
占
め
る
位
置
の
差
に
疮
じ
て 

.そ
の
実
態
は
極
め
て
変
化
に
富
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
資
本
主
義
発
展
の
全
体 

.

と
し
て
：の
_

の
中
で
そ
の
奮
味
が
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

:

,; .

第

0
、

に
、i
.

個

々

の.

ナ
：シ
ョ>

リ
ズ

ム
冷
扱
う
場
合
、
；そ
の
思
想
運
動
を
担
う 

階

級

の

性

質

が

明

，ら
が
：に
な
ら
ね
ば

.
な
ら
ぬ
：し
、
.
ま
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い 

.

う
以
上
：
.
1
.固
を
.

包

括̂

る
も
め
、で
'

あ

，
る

が

ら

、

.

.■

そ
.

の
潜
锻
以
外
の
.

人
々
，の
こ
れ 

.

に
対
す
る
態
度
、
力

関

係

免

究

明

す

る

こ

と

に

ょ

：
っ
：
て
、
'全

体

の

響

が

具

体
 

:

的
に
：描

き

出

さ
れ
ね
ば

.

為

ら

な

い

。
：パ

(

従

来

の

ナ

：シ

ョ

ナ

リ

ズ

ム

^ ;

矹

究

は

、

.そ
の
.統一

性
に
眼
を
奪
わ
れ
て
内
郜
の
階
級
分
析
亦
弱
く
、
従
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ 

:

,
■.リ
,
ム
連
動
の
科
学
的
考
察
が
行
わ
れ
な
か
っ
た

。)

：

:

■.
ノ
 

,

第

三
.に
、
：
日
本
に
お
：

t

る
そ
：の
，特
殊
性
に
：

"つ
い
て
。
日
本
の
：ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ 

' 

\ム
は
き
わ
へ
め
て-
ニー

ク
：な
4-
.の
で
あ
へ
っ
：て
、

ヨ
ー
口
'ッ
'パ
の
^
溯

ナ
y
ョ
ナ

リ
ズ
，
ム
に
共
通
す
る
近
代
国
家
形
成

o
国

内

絲一

.市
場
の
成
立
と
い
う
面
が
あ 

'
る
；

一

方
'
:
ア
ジ
7
の
玲
族
主
義
と
§

す

る

反3
丨
ロ
、
ッ
パ
：
的
な
面
も
強
い
。

V

し
か
-̂
ア
：ジ
ァ
：の
先
進
国.と
し
て
.、
':(

超
国
家
奂
義
的
侵
略
も
行
マ
た
V-0
だ
か 

へ
ら
、

い
あ
，ば
国
民
至
義
、

i
家
主
！

f

ハ
：：0
|
?
1
#

蘼
の
1ー1要
素
が
、
.明
治
の
前
半 

.と
い
う
短
い
時
期
の
中
.で
す
で
に
複
雑
に
か
ら
み
合
っ
て
い
た
.と
云
え
る
。
そ 

れ
を
ー
ど
の
ょ
う
に
把
え
る
か

。

.

.V :

第
®
に
、、
日
本
杏
来
め
儒
教
思
想
が
？

.外
来
の
：
ョ
：

に

対
立
す
る
の
だ
が
、

そ

れ

は

ナ
ス
3

ナ
リ
ズ
ム
の

運

動

と

どの
ょ
う
に
^
連 

す
- ?
)

か
？
-'
-

:

.

，し
へ
ド.

：
へ
、

；
'

ソ
ベ
：
，

:/
 ̂

^

へ
.

'

'

'

'

•

... 

.

，
七

，
一
：-

七

五.

)

,



豐

に

、
日
本
の
国
家
主
義
は
結
局
.フ
ァ
シ

ズ

ム

へ
と
^

^
す

る

に

至

.
つ

た 

o
だ

努

.そ
め
®

因
：£

.
觸

隨

1

則
樂
期
の
¥

シ
ョ
ー
デ
リ
ズ
A

... 

た
の
、で
は
な
い
か
。
あ
っ
た
と
す
れ
ば
そ
れ
へ
の
批
判
。

.

以
土
ぬ
五^
が
こ
め
期
の
ナ̂
ノ ̂

:

の
‘は
、
そ
れ
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
、

0-
本
の
近
代
国
家
形
成
の
特
殊
•事 

嘖

へ

：
な

ら

び

に

〉

そ

か

锋

の

日

本

の

：
ナ

，
シ

3
:ナ
リ

ズ.人
の

，
進

展

を

：
理

解

'^
る

.*

に
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
鍵
で
あ
る
と
私
に
は

.思
え
る
か
ら
サ
あ
る
。

,

■-
 

.

.

.

.

.

 
.

•

 

.

 .

.

 

-

 .

 

. 

.

.

.

.

■
,

:

 

. 

/

.

.

.

 

- 

.

.

.

一-
.
.
.
.
.
-
.
: 

: 

:
 
;

■

. 

:
,
.
•.

-

ン■.、

 

/
■■
.
.
.■—

.
..
.

:

 
'
,
-
/:
■.

.

.
\ 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.....
 

..... 

•+ 

- 

- 

' 

. 

.....

,さ
：
て

、

こ
：：

の
：
よ

う

な

課

響

設

婼

レ

た

場

合

で

i

.は
ど
'の
よ

ぅ
.^
答

泉

芩

：

か
。

こ
の
書
は
：奮

教

授

以

下

新

進

^
共
同
研
究
で
あ
ら
て
、
：

『

明
治
前
;#
期〗 

に
^

^
敗
府
の
国
家
主
義

」

：
：
坂
田
士
羅-,
'
.-
1明
#

|
.0
_

の
政
^

^

:̂;
. 

れ
た
ナ
.シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

. V
.

*

山
^

^「

教
育
勅
語
成
立
の
歴
史
的
背
景

」…

' : 

梅
澳
昇
、
，

c

明
治
前
^

思

调

の

断
M
.&:
本
三
-

、̂.「
教

嘉
.'

:

.

i 

語
の
国
和S

義
的
解
釈」…

源
了
圓
、‘「

明
治
ニ
，〇_

の
経
済
^
^」…
飯

沼

.
ン 

ニ
厳
、「

国

昼

義

思

想

と

：農
本
主
義
思
想

」

：
：伝
田
功
、--
]明
治
=;
〇
_

ナ

'
'
. 

、ゾ
.
ヨ

ナ

リ

ズ

ム
ど
コ
ミ
ュ

-.
'

ー
ー
：
ゲ

ィ

シ

_

ン
し…

加

藤

贫

俊

各

氏

の

諸

論

文

か

ら

1 

成
る
。
そ
の
分
析
視
角
ば
主
ど
し
て
政
治
奮
思
想
ヤ
あ
る
が
、

'
:警

勅

«

,

.
: 

n

ミ
ュ
:
ニ
ヶ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
ユ
二
丨
ク
な
側
面
を
%
と
り
上
げ
て
、*:
か
；な
か 

に

多

角

的

な

分

析

と

、
云

.え
ょ

ぅ

。

 

.

'■
,
--
:

:

笫r

ナ
.シ
ヨ
ナ
リ
ズ
：A
の
.變
碎

に

：
つ
：
い

て

I

授
に
よ
る
と
次
の
如
く
で
^
る
。「

こ
こ」

で
は
；
ナ
：シ
ヨ
ナ
、リ

ズ

^
と 

いう国家主
劈

.：国
民

至

義

，
民
族
主#

ど̂
を
包
含
す
る.1
念(

：

と
し
て
.つ
か
っ
て
い
る
。

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
こ
.
の
意
味
に
つ
か 

っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
も
め
が
明
治
前
半
期
の
国

#
思
識
の
基
調
を
な
，
4
て
：
 

い
た
と
考
え
た
か
ら
で
あ
，る
。
当

#
の
：
日

本

社

会

の

！

§
^
象

は

；
こ:©
基
調
と
の
：
 

結
ぴ
つ
き
を
考
え
ザ
に
は
説
明
出
来
な
い

’
し
か
し
ま
た
、：

こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ 

ズ
ム
.も
明
洽
.ニ
'0
案

.に
な
る
と
色4
の
型
.に
.分
化

し

、

そ

れ

ぞ

れ

の

型

.
は

た 

が
い
に
共
激
面
を
持
や
と
井
に
^

^
 

,
対
立

面

を
持

？
て
来
た
。
従
：っ

'て
、； 

.そ
め

啟

に

：

建
！！t

し
V

i
象

と
■の
：
連

関

支

考

え

な

4
'.-
?
た
负
ら
ば
、
諸
現
象.の
：
 

説
明
は
平
面
的
な
も
の
に
，な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
私
た

.ち
は
、
ど 

の
よ
う
な
型
の
も
の
が
、
ど.<
?
>■領
域
に
お
い
て
、
ど
の
よ
力
な
形
で
：は
た
ら
い 

た
か
と
.：い
^
点
に
主
眼
を
置
い
て
と
の
時
期
の
ナ
シ

3
.ナ
リ

ズ

-
/-
を

分

祈

し

て 

み
た
の
，で
あ
る
。

」
(

編
者
あ
.と
.が
き)

そ
の
場
合
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は「

類 

概
念」

：
で
あ
り
、
分

化

し

た

「

色
々
.，の
型
1-
と
い
う
の
は
、.，
政

論^-
勒

語

や

農
 

本
思
想
^

?
.
'
、、.ュ：‘ 
ニ(

ダ
s
r'y
.
> y
筹
の
色
水
の
領
域
ぬ
琪
わ
れ
た
型
め

S
肖
と 

し
て
把
え
ら
れ
、
ナ
シ
ョ
.ナ
リ
ズ
ム
そ
9
.4'
の
の
本
質
に
か
か
わ
る
複
雑
さ
と 

は
考
泛
ら
れ
；て
：い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
例
え
ば

1R

田

永

竽

甚

村

茂

樹 

ち
の
伝
な
国
策
主
義
と
、：

.

1
^
1

士

:«
.の
息

親

東
7/
,国

家

的

な

自

篆 

と
か
う
よ
う
な
抽
象
面
だ
け
で
同
日
に
論
じ
た
と
す
れ
ば
奇
妙
な
こ
と
に
な
ろ 

う
。

一
口
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
‘と
い
っ
，
て
も
、.そ
；の
階
級
的
な
立
場
や
目
的
に 

よ
っ
て
甚
だ
し
く
そ
の
，内
容
を
異

.に
す
る
の
で
あ
^
、
.当
時
の
日
本
；の
経
済
溝 

造

50
^

^
か
_ら
1
.て
.も
、
：''
.
-ナ.シ
.ョ
士
リ
ズ.；ム
：.
は：f

国
民
金
体
意
識
の
基 

調」

と
い
う
よ
う
な
，平
板
な
も
の
で
は
な
い
；よ
う
に
思
わ
れ
名
。

.こ
と
.に
日
本 

で
淡
、
隹
族
成
立
：の
特
派
讓
倩
か
ら
，レ
て
、

.民
族
主
義
と
国
家
主
義
、
:
国
民
主

養
が
容
易
に
混
同
さ
れ.る.か
ら
，
そ
の
各'々
に

つ

い

，
て

明

雜

な

概

念

：

Q

驰
猩
が：V 

.必
荽
ヤ
あ
る
。

ち
な
み

U

坂
田
氏
の
論
文
で
は
政
府
の
国
家
主
義
が
、

.本
山

 ̂

卑
お
い
て
：装

野.の
；
歴

史

的

ナ

シ

.
ョ

ナ

リ

父

ム
が
、
松

本

氏̂
お

い

て

ぽ

保

守

.
： 

主
義
が
、
そ

癸

れ

問

題

と

な

マ

て

い

'る
：が

、

相

互

：

Q'

有

證

関

連

を.示
す

，
に
て
. 

足
.る
統
一
的I

味
の
^

が̂
欲
し
“
し
、
伝
田
氏
の
論
文
に
：お
い
て
国
民
主 

義
i:
.届
家
主
義
が
混
用
さ
れ

K

い
る
と
と
も
気
に
な
る
と
：と
.で
あ
'?
>
。
'
.

第1
1、

ナ
シ
3
ナ

リ

ズ‘八
の
担
い
手
に
.つ
1>
.

て
|

-

:

こ
.の
時
期
の
生
要
な
階
層
と
し
て
は
、

.
絶
対
主
義
政
府
を
形
成
す
る
封
建
的

〗 

地
主
'.
;

特
権
政
商
：
，
藩
閥
：

.
富

、
新

興

産

議

本

家

、
‘
ブ
ル
ジ

 

>
ナ
化
.し

つ
. 

つ
あ
？)
'

豪

盡

地

主

等

が

：あ
る
が
、
そ
の

.そ
れ
ぞ
れ
の
チ

(

シ
ョ
，
ナ
リ
ズ
本
を
坂
ー
. 

ff
l

、.
本
山
、
飯

鳄

伝

田

氏

が

描

：い

'て
？

と
に
興
味
が
深
い
0

だ
が
、

い
わ" 

ゆ
る
国
難
主
義
と

)

い
ぅ
も
の.の
踏
級
的
な
基
礎
は
何
か
？

平
野
義
太
郞
氏

.

の
；.

， 

「

国
雜
金
義̂f

ま
さ
に
、

生
成
途
：上
に
あ
る
資
本
主
義
を
保
靜
，
育

成

.
奨 

脚

す

る

富

的

原

堞

で

あ
.っ
た」

ハ「

ブ
ル
ジ
ョ7
民
主
主
義
革
命

」
i
l
l
a
s
.

頁)

、 

前
島
#

3
氏

の|7ま

洋
社
や三

，！
3.，

志

賀
•
陸
な
、ど
：の
：国
難
主
義
者
は
、

''

結
局
：
 

は
纂
国
家
か
ら
殆
ん
ど
保
護
を
夸

f

れ
众
.い
弱
少
の
、-お
く
れ
た
、
，
地

方: 

の
.篆

本的
』：：

産

！1

-

し

が

も

こ

れ

餐

的̂
ば
非
常
匕
大
き
い

——

を
代
ン 

弁
し
&

の

で

あ

查.(「

明
治
.中
期
の
ナ
ダ
ョ
ナ
リ
ズ
.ム
1

ー
〇
〇
寅
、
.
‘「

日
本
： 

の
ナ
^

ョ
ナ
リ
ズ
ム

」

昭
和
一
一A
m
.
0
9
と
：い
う
ょ5

な
規
定
が
あ.る
の
.だ 

か
ら
、

こ
れ
に
対
す
る
態
度
を
明
ら
か
に
し
、

こ
れ
を
更
に
靡
展
さ
せ
る
こ
と 

が
望
.ま
し
い
。
ま
：た
思
想
的
に
見
れ
：ば
、
当
時
は
残
存
す
る
封
建
思
想
、
絶
対
： 

主

義

驚
.の
，ィ
％

オ
ロ
ギ
ー
ャ
産
養
本
の
勃
興
：を
背
景
と
す
る
！

^

や
自$

,

*
鄭

.及

び

箱
.介

'

民
権
の
思
想
、
そ
れ
か
ら
更
に
革
命
的
、
農
民
大
衆
的
な
民
権
運
動
の
左
派
：ま
で 

あ
る
：の
そ
、：
こ
:0
書
が
菌
民
大
衆
の
動
尚
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
少
な

.い
の
は
：い. 

き
岑
か
残
念
で
為
る
'.
.
.
0例
:£
.ば
：坂
田.氏

ば

、
，
一

R

田
永
孕
等
天
皇
側
近
め
王
道
論
：

:

的

政

教

：

1

致

論

者: 4

自

由

民

権

派
;.
%

国

家

主

義

者

で

あ

る

こ

と

に

変

り

な

义
 

同
-1
:

国

家

主

義

者

处

間

.

に
*

れ

ぞ

：れ

意

見

の

对

立

が

.

务

っ

た

と

い

わ

れ
V

い
る 

:(

1

一.：七

真

泫

ズ
ム
：(

国
呙
.主
'義)

0;
動
き
.は
、
：
民
権

派
丨

知

識

篇

の

線

で

政

府

に

働

ら

き 

か
好
、:'
:
'
!
封

建

的

な

ィ

デ

オ

ロ

へ

ギ

ー

(

瓿
近
代
的
国
家
：

W

義)

と
対
決
し
つ
つ
政
府
：
 

c>
.開
明
粗
を
支
え
て
い
た
の

^

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る0
,
.
ま

た

極

端

な

欧

化

主
 

®

説
き
な
が
ら
も
二

 ： 

個
体
性
、_:独
立

性

を

：
そ,0
存
立
め
根
換
：と
し
、
国 

'権
主

義

、.民
族
主
義
を
主
張
し
たi

:に：.

つ
：.い
.て
、
§

思
想
の
分
析
だ
计
で 

ー
は
十
分
で
な
い>
:彼
は
',
|
:学
間
の
す
す
め̂
や

.

「

文

明

論

の

概

险

に

お

：

1
て 

:封
建
的
允
意;it
.の
下
ぬ
国
家
意
識
の
あ.り
得
な
い
と
，
.と
を

襲

に

暴

露

し

、

r

日 

本
に
；は.古
来
.政
府
あ
：
フ
て
'も

国

民

c

ネ

ー

シ
ョ
ン)

な
し」

と
叫
ん
で
、ま
さ 

'
に
と
の
：時
期
の
ナ
シ
.
.
3
:
デ
リ
ズ
.ム
の
.j

つ
の
典
'型
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
'一
 

た
伝
田
氏
め
農
本
主
義
研
究
も
、
豪
農
の
国
家
意
識
だ
け
で
な
く
そ
れ
に
率
い 

ら
れ
た
農
民
：
.
1般
の
令
析
に
ま
で
及
べ
ば
« ;
め
.て
貴
重
な
研
究
と
な
ろ
ぅ
。

.

.松
本
氏
に
ょ.れ
ば

、

日

本

の

ナ

：
、ゾ

ョ
ナ
リ
ズ
'
‘ム
：の
.歴
史
，は
、
'少
な
く
と
も
明 

治

褒

に

お

い

：

H

は
？
国

家

の

政

證

統

合

手

段

AI

し
'
て
の
：上
か
ら
の
ナ
ツ
， 

ナ
：y
x

A

と
、ハ
国

民

の

自

覚

的

民

族

響

と

暴

的

政

治

意

識

に

も
.；
J

づ
く

下 

か
ら
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
対
抗
関
係ど
し

て
捉
え
ら
れ
るそ
ぅ

で
あ
る
が 

C.

一”六
.ー
ニ
頁

)

、
”
...

民
権
論
以
下.の
，.下
，
か
：
ら

の

動

き

が

閑

却

さ

.れ
れ

ば

..、

上

か

ら

の 

• 

'

■■

で
.

：
'

'

へ
：

：
：
.'.i

l
l
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方
も
自
然
と
精
彩
を
欠
く
結
果
と
な
る
。

.

第
三
、'
日
本
に
■
お
け
名
そ
の#

殊

性

に：

つ

い

•;
入

こ
れ
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
叙
述
は
な
い
が
、
本
山
氏
が
欧
州
の
ナ
シ
ョ 

ナ
リ
ズ
ム
と
比
較
し
て
志
賀
重
曷
、
三
宅
雪
嶺
、

.

：陸
羯
南
の'
国
鄴
主
義
を
近
代. 

的
、
歴
史
的
ナ
シ3
ナ
リ
ズ
<

と
し
て
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
欧
州
- 

め
ナ
シ
，
ナ
リ
X
 

ム
は
、
啓
蒙
思
想
上
結
ぶ
戾
主
的
ナ
、シ
ョ
ナ
リ
ズ
；ム
と
、

:.
は 

じ
め
か
ら
先
進
国
へ.の
抵
抗
と
民
族
統
一
と
い5
課
題
を
担
い
、
:,

歴
史
主
義
、

■ 

浪
漫
主
義
と
結
び
つ
い
た
歴
史
的
ナ
シ3ナ
リ
ズ.

ム.
が
あ
る
が
、
竭
南
七
ぶ
自 

ら
を
等
置
し
た
思
想
は.ま
さ
に
後
者
だ
と
の
こ.と
で
あ
：る(

四
0〜

一
頁)

。
：ま 

，
こ
と
に
示
唆
に
富
ん
だ^

で
あ
.
る
が
、

' 

こ
こ
で
も
そ
の
担
い
申
が㈤

題
上
な
ろ 

う
。
本
山
氏
に
よ
れ
ば
、
欧
州
の
ナ
シ3
ナ

リ
- x

ム
は
、

ル
ネ
サ
ン
ス
以
来
の 

阃
人
主
義
思
想
と
、
.

絶
対
王
制
に
よ
る
上
が
ら
の
国
家
形
成
.
国
内
統
一
市
場 

の
旗
立
を
媒
介
と
し
た
：民
族
的
連
帯
感
情
の
.発
生
を
そ
の
前
段
階
と
し
て
先
行 

:

さ
せ
て
い
た
と
と
を
特
色
と
す
る
の
で
あ
る

(

四
一
：
.
：頁)

.

が

、
，
日

本

に

卞

い

て

： 

も
そ
の
.

よ
う
な
思
想
や̂
^

感
を
先
行
さ
せ
て
い
た
か
：？

：

.

換
ー
.-
W

す
れ
ば
、■.
そ
；
 

れ
を
可
能
に
す
る
ほ
ど
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
化
が
進
ん
で
い
た
か
？
I s

双
^:
の

分

析 

,

の
成
果
を
借
り
れ
ば
、

「

明
治
一
一
〇
衷
の
初
め
に
お
い
て
、，
日
本
経
済
は
、 

な
お
、
よ
う
や
く
資
本
主
義
の
軌
道
べ
、

■

辛
じ
て一:

歩
を
踏
み
出
し
た
ば
か
り 

.

の

状

態

に

あ

っ

た

」
〈

ニ 
一5

5

0私
に
は
、
ご
の
ム
う
な
資
本
主
義
化
の
未 

■■

成
熟
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
外
国
の
压
カ
に
よ
っ
て
開
国
を
迫
ら
れ
、
.早
急 

.

に
国
家
体
制
を
整
え
外
国
に
対
抗
せ
ね
.
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
情
が
、
日
本
の
特 

殊
性
を
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
：れ
る
。
国
粋
と
欧
化
、
国
権
と

.
民
権
、
铱

ぐ
護
主
義
と
自
串
王
義
が
入
り
乱
れ
、

.新
し
い
.事
態
の
受
け.と
り
方
、
ナ
ツ
n
ナ 

'一
リ
め
ム
0.
あ

；
り

方

は

、

「

そ

の

担̂
手

に
«|
:
'
?
て

実

に

様

々

で

あ

っ

た

a

同
じ
国 

粋
を
唱
え
：て
も
、
；志
賀
重
昂
竹
ブ
ル

^
：ョ
T;
的

生

産

力

を

：
そ

'
の

実 

一
.
一

宅

雪

嶺

は

精

i

の
世
界
へ
逃
れ
、
陸
羯
南
は
階
撒
調
和
の
仮
構
に
そ
の
夢 

■•
を
托
し
：た
タ
ま
し
て
民
権
論
に
室
ら
て
は

"
そ

の

ナ

シ3:
ナ
リ
ズ
ム
を
同
日
に 

.
語
る
こ
と.は
で
身
な
い
。
.
こ
の
ょ
ぅ
な
複
雑
さ
、

.多
®

：を
、
：
世
界
資
本
主
義 

:

の
.全

体

必

靈

と

の

関

連

に

お

^

て
再
整
理
す
る
こ
と
に
ょ

つ

て
、
.
初

め

て
日

 

ベ
'
.本
の
ナ
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
.全
容
が
赃
ら
か
と
な
ろ
タ
。
そ
の
た
め
に
は
、
明
治 

■維
新
の
分
析
が
不
可
欠
で
あ
る
0
'

:

'

.
..
.
..

:本
山
氏
へ
に
よ
れ
ば
、
：重
勗
、

.

.雪
嶺
、
羯
南
ら
の
思
想
は
、
：
上
か
ら
の
統
合
で 

.は
な

く

、

国

民

：
一

人

—'
人
の
^

に̂
員
ま
^
自
^
を
訴
え
る
限
り
、

：

近
代
的
ナ 

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

(

の
系
譜
に
属
し
、.：
従
来
の
的
国
粋
主
義
と
は
同
じ
で
は
な 

い
バ
三.九
頁
.

)

へ
し
、
松
本
氏
に
よ
&

、
保
守
主
義
は
過
去
め
否
定
そ
の
も
の
の 

'反
動
と
し
て
登
場
す
るi

主
氟
で
は
な

〜

：'積
極

的

な

^

^

化

の

進

行

過

程
 

:

の
中
，か
ら
出
現
す
る
も
の
：で
あ
る

v(

n
一一
 

1
*
>
。

,1
>ず
れ
も
も
っ
と
.も
で
あ 

る
が
、
：
：そ
の
よ
う
な
近
代
的
な

.ナ
：シ
3
ナ
リ
ズ
A
や
保
守
主
義
が
、

や
は
り
封 

建
社
会
の
儒
教
道
徳
の
埃
に
ま
み
れ
、
伝
統
的
な
国
絆
主
蘼
と
た
も
と
を
分
：ち 

難
.く
立
.ち
現
わ
れ
て
く
る
と
こ
ろ
が
、

'.
.特
殊
日
本
的
と
云
う
べ
き
.で
あ

ろ

、
う

。 

封
建
的
な
生
産
関
係
を
い
つ
.ま
'で

-%
残
し
た
日
本
の
保
守
主
義
者
に
、
E
.
パ 

• 

|
.
ク
，の
よ
う
な
開
明
性
を
望
む
.こ
と
は
.
理
で
あ
る
し
、
.
バ
ー
ク
で
さ
え
伝
統 

主
義
的
な
面
が
多
い
の
だ
か
•ら
、
日
本.で
保
守
主
義
と
伝
統
主
義
、
或
は
伝
統

.

第
四
、■
儒
教
思
想
と.
ョ
ー
ロ
..

ッ
パ
文
明
と
の
関
連
に
つ
：い
て1

的
国
粆
主
義
と
近
代
的
国
雜
主
義
を
区
別
す
る
こ
と
は
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど

^
. 

可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
国
威
宣
揚
、
国
粋
顕
彰
、
皇
道
宣
布
、
八

紘

--
-宇
等
の
ス 

.

.ロ
ー

ガ

ン

は

、
，
当

初

は

ナ

'シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
再
評
価
、
民
族
的
自
負
心
等
の
積
. 

極
的
杓
容
を
持
っ
て
い
た
と
し
弋
も
、
，結

局

は

空

虚

な

—I
国
家
意
識」

の
#
き 

を
残
し
、
新
ら
し
い
権
力
に

対

す

る

道

徳

C

六
ニ
頁)

と
し
'て
有
効
で
あ
石 

ど
こ
ろ
か
、
下
か
ら
の
近
代
化
の
動
き
に
対
し
て

.足
を
'引
張
る
結
果
と
な
っ 

た
。
近
代
ナ
シ>

 
チ
リ
ズ
ム
形
m
の
積
極
的
な
動
き.は
、
明
六
社t

i

l
 

—

自
由
民
権
運
動
と
い
う
ヨ
I 
ロ
ッ
パ
文
明
の
啓
蒙
活
動
を
通
じ
て
行
'わ
れ
た. 

め
だ
が
、

こ
の
書
で
は
触
れ
ら
れ
て
い

.な
い
。.
.加
藤
氏
に
よ
れ
ば
、

」

明
治」

0.

の
新
聞
は
民
党
張
の
方
が
；読
者
が
多
か
っ
た
：

c

三
ニ
八
頁

)

.そ
う
だ
が
、
：
 

こ
の
期
の
コ
ミ
ユ
.

ニ
ケ
イ
シ
k

V.
,
, 

メ
デ
ィ
ア
の
分
析
に
よ
っ
て
、，単
に
.国
家 

意
識
の
定
着
と.い
う
以
上
の.具
体
的
な
展
開
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

,:
:
第
五
、
明
治
ナ
ジ
.ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
^

判
に
つ
い
て

_
_

「

狂
;#
的
な
超
国
家
主
義
に
ま
で
奪
っ
た
日
本
の
悲
劇
は
、

•フ
ル
ジW

ァ
民
主 

主
義
寧
命
を
起
す
べ
き
下
か
ら
の
近
代
化
の
動
き
が
絶
対
主
義
専
制
政
府
の
手 

に
よ
ゥ
て
阻
止
さ
れ
、
裹

的

ン

侵

略

的

体

制

へ

と

編

成

さ

れ

た

：

AJ

と

.

に
そ
の 

原
因
の
一
端
を
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
こ
の
期
の
国
家
主
義
の
：あ 

り
方
が
厳
し
く
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い

。

.

未
山

氏
は

、
：
重
昂
。

■

_

、

0

0

 

ら

の

ナ

シ3

ナ
.リ
ズ̂.

を
健
全
な
を
も
め
と
考
え
て
い
>
9が
'

彼

等

が

征

野

の

': 

批
判
者
：で
あ
っ
た
に
せ
よ
？
欧
州
の
ナ
：シ

3 

t

u

y
 x
ム
•ぼ
め
帝
国
主
義
的
で
な

，
 

か
：
っ
た
に
：せ
よ
、
そ
れ
が
-「

啓
蒙
的
主
知
主
義.に
由
来
す
る
欧
米
の
.模
倣
、
具 

体
的
に
は
、
.'上
か
ら
の
資
本
主
義
政
策
に
よ
っ
て
生
れ
た
近
代
日
本
の
ア
ン
バ

ラ
シ
：ス
を
壓
し
よ
ぅ
と
い
■う
.
簿
金
な
問
題
意
識
を
共
通
に
所
有
し
て
い
る」

.

(

八
三
頁)

.：
と
い
：え
：る
か‘ど
ダ
か
、
/
:
私
に
找
疑
問
で
あ
る
で
彼
等
が
主
張
し
た 

「

民
族
的
自
覚.

」

と
い
ぅ
の
も
そ
の
実
体
は
反
動
的
な
も
の
で
あ
る
し
、
上
か 

ら
の
ァ
ン
バ
ラ
シ
：
ス

を

麗

す

る

に

こ

の

.よ
ぅ
な
精
神
主
義
を
.も
つ
て
す
れ 

，
ば
、
’：バ
ラ
ン
：
ろ
は
崩
れ
名
ば
：か
り
で
あ
る
。
：
彼
等
が
天
皐
の
利
用
や
軍
国
主
義 

化
を
批
判
し
だ
面̂
あ
本
に
;1
.
,て
も
、
：結
局
は
天
皇
を
絶
対
化
し
、
帝
国
主
義 

政
策
：に
吸
収
さ
れ
、

そ
の
反
欧
国
雜

Q

論
理
ば
天
皇
制
の
強
化.に
役

立

：
つ
た
の 

•で
は

な

：
い

か
:?
-
.
:'

こ
：
の

期

の
ナ
：シ： m

.

ナ

リ

ズ
A

を
国
家
主
義
と
し

て
語
る
：な 

ら
、.国
家
主
義
と
い
ぅ
も
の.は
：つ.ね
，に
支
配
者
の
利
益
に
他
の
も
の
を
奉
仕
さ 

せ
、
内
に
は
人
権
の.脚
庄t.

外
に
.は
排
外
侵
略
へ
と
進
む
と
い
ぅ
こ
と
が
が

®; 

ン
さ
.れ
ね
ば
な
ち
な
い-0
.坂
田
教
授.の
記
述
に
も
明
ら
か
な
よ
ぅ
.に
、
政
府
部
内 

に
お
い
弋
％

新
旧
勢
丸
嫁
し
の
ぎ
を
け
づ
り
、
結
局
政
府
も
議
会
も
天
皇
を
絶 

対
権
威
者
と
仰
い
で
、
，
清

国

と
'^
,溯
を
開
く
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
明 

治

三
-H
年
に
は
欧
米
帝
国
主
義
と
伍
し
：て
中
国
の
義
和
団

*
件
に
介
入
し
、
国 

内
で
は
自
由
党
系
の
憲
政
党
亦
澥
党
ん

て
、伊
^

文̂

の

.
立

憲

政

友

会
と
な
り
、 

帝
®
主
義
の
1

は̂
日
露
戦
争-'
>
満
^$

変
等
を
f

に

至

，
つ

だ

。

明

治

的

良

' 

.心
、
明
治
のよ
き

.

一；
面

と

し
て
郷
愁
を
寄
，
せ

る
'-
;(

八
四
頁)

た
め
に
は
、
そ
の 

後
の
&
婵

、
王

義

は

あ

冻

り

'に

,4
'
不
幸
な
道
を
た
ど
？
た
ど

:5
:
わ

ね

ば

_
な

ら

な 

C

坂
甶
吉
雄
編.

『

明
治
前
期
の
ナ
シ
'.
.ョ
ナ
リ
ズ
ム』

_
來
社
、

ra
八
〇
円)

(

白
井
厚

)


